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１、はじめに 

夜間における商業地域では、そこで暮らす人々

の姿が夜間景観を形成してきた。そのことは夜間

における安全安心の環境の維持と無関係ではな

かっただろう。ところが商業地における居住人口

の減少によって、そうした夜間景観にも変化をも

たらしている。それは生活景だけでなく、個々の

商店の更新時における建築形態においても居住

機能をもたない商業に特化したものとなってき

た。そのことで、これまで維持されてきた環境が、

近年の中心市街地においては監視カメラに依存

するようになっている。 

 そこで本研究では、中心市街地における夜間景

観を形成する居住景観の実態を明らかにするこ

とを目的としている。 

 

２、商業特性の考察 

本章では、業種を９種類に分け、地域ごとに業種

構成調査を行い、地域ごとの商業特性を明らかにす

る。そこで得られた商業特性をタイプ分けする。 
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（１）業種構成調査概要 

本調査では、対象地域を旧徳島城城下町である内

町地区の５地域（通町、中通町、新内町、南内町、

両国本町）と、現在の中心市街地における商業地域 

である新町地区の５地域（西新町、東新町、銀座、

籠屋町、富田町）の合計１０地域とし、それぞれの

地域における業種構成比率の調査を行った。 

また、対象店舗は地域内のメインストリートに面

した建物の一階部分にある店舗としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）調査結果 

図２に地域別業種構成比率調査の結果を示す。 
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図２ 地域別業種構成比率グラフ 
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図１ 本研究における調査対象地域 
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（３）地域の店舗構成比率によるタイプ分け 

 ここで、通町・両国本町のような他業種が近い割

合で立地している地域を多業種型、中通町のような

医療関係施設が多い地域を医療特化型、新内町のよ

うな飲食店および会社・事務所の多い地域を飲食業

務特化型、西新町のような物販系店舗および会社・

事務所の多い地域を物販業務特化型、銀座のような

物販系店舗の多い地域を物販特化型、南内町・富田

町のような飲食店が多い地域を飲食特化型、東新

町・籠屋町のような衣料品販売が多い地域を衣料品

特化型とし、対象地域を商業特性によって７タイプ

に分けた。 

 

 

 

 

 

 

３、居住特性の考察 

本章では、各地区の商業店舗における居住実態に

ついてまとめる。 

 

（１）調査概要 

本調査では、対象地域のメインスストリート沿道

にある商業店舗における居住の有無について地域の

商店街会長および振興組合理事長、各店舗の店主に

ヒアリングを行ない調査した。ここでは、居住機能

を持った商業店舗に生活しているもののみを居住と

し、その居住がみられた店舗を居住型店舗とした。

すなわち、同地域内に店舗とは別の住居で生活して

いる場合は除いた。 

 

（２）調査結果 

 地域別の店舗における居住率調査の結果を図３に

示す。ここにおける居住率とは、各地域内店舗数に

おける各地域内の居住型店舗数の割合である。 

また、業種別の居住率を図４に示す。ここでの居

住率とは、各業種の店舗数のおける各業種の居住型

店舗数の割合である。 

業種別の居住率としては、飲食、衣料品販売、そ

の他販売、食料品販売、日用品販売、会社・事務所、

サービスの順になっていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４、夜間景観特性の考察 

本章では、地域の夜間における商業景観について

分析する。 

 

（１）夜間時における店舗外観構造比率調査概要 

本調査では、夜間時における店舗外観構造をシャ

ッター型、ショーウィンドウ型、シャッター＋生活

窓型、シャッター無＋生活窓型の４タイプに分け、

地域ごとの商業店舗が創る景観との関係性について

考察していく。 

１．シャッター型       ２．ショーウィンドウ型 

 

 

 

 

３．シャッター＋生活窓型  ４．シャッター無＋生活窓型 
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図３ 地域別居住率 

図４ 業種別居住率 

図５ 店舗外観４タイプのモデル図 

表１ 店舗構成による商業のタイプ分け 
地域名 商業特性

衣料品特化型

銀座
南内町・富田町
東新町・籠屋町

多業種型
医療特化型

飲食業務特化型
物販業務特化型
物販特化型
飲食特化型

通町・両国本町
中通町
新内町
西新町



対象地域にはアーケードのついている地域がある

ため、高さの基準を商店街のアーケードの高さ（建

物の２階部まで）とし、アーケードの無い場合は２

階部までを高さの基準とした上で、店舗外観を４タ

イプに分類した。 

 

（２）調査結果 

図６に店舗外観構造比率調査の結果を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物販系店舗が多い通町では内町の他地区に比べ、

シャッター＋生活窓型店舗の比率が高くなっている。

医療関係の構成比率が高い中通町では、シャッター

無＋生活窓型の比率が最も高く、次にシャッター＋

生活窓型、ショーウィンドウ型の順になっており、

飲食店の多い新内町と南内町では、シャッター＋生

活窓型の比率が最も高く、次にシャッター＋生活窓

型の順になっている。両国本町だけは、内町の他地

区と違いシャッター＋生活窓型店舗が大半を占めて

おり、他の３タイプはいずれも１割を下回っている。 

新町地区では、内町地区に比べ全体的にシャッタ

ー型店舗・シャッター＋生活窓型店舗の比率が高く、

逆にシャッター無＋生活窓型店舗の比率が低くなっ

ていることがグラフからわかる。その中、富田町で

は逆にシャッター無＋生活窓型が半数近くを占めて

いる。 

 

５、まとめ 

本論によって、飲食・衣料品店舗に高い居住率

がみられるなど、地区の商業特性と居住率との関

係性があきらかとなった。また店舗外観について

も、居住率の高い場所では、生活窓が景観構成要

素となり、低い地区では、夜間においてシャッタ

ー構造物が景観構成要素となってきていること

が明らかとなった。 
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